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ちとせグループと Cytiva、国内におけるコマーケティング活動の開始を発表 

細胞株開発サービスと抗体薬製造トータルソリューションの組合せでバイオ医薬品の上市を加速させる 

 

バイオエコノミーを主導するバイオベンチャー企業群 “ちとせグループ” （中核法人名：株式会社ちとせ研究所、代表

取締役：藤田朋宏/釘宮理恵、本社：神奈川県川崎市、以下ちとせ）と、バイオ医薬品製造のテクノロジーとサービス

のグローバルプロバイダーである Cytiva（法人名：グローバルライフサイエンステクノロジーズジャパン株式会社、代表取

締役：ペレ・ステファン・ドミニク・ポル、本部：東京都新宿区）は、このたび、日本国内におけるコマーケティング活動を目

的としたパートナーシップを締結しました。ちとせの持つ抗体医薬品細胞株開発テクノロジーと Cytiva の持つバイオ医薬

品製造トータルソリューションを組み合わせることで、抗体医薬品の上市スピード加速と生産性向上を目指した提案を開

始します。  

 

現在、国内で流通する多くのバイオ医薬品は海外からの輸入に依存しています。また、米国と比較した場合、ベンチャ

ー企業が持つバイオ医薬品のパイプラインの比率（全体に対する）が低いことが分かっています。日本は基礎研究が優

れていると言われていますが、ベンチャー企業やアカデミア研究機関で生まれた医薬品のシーズが商業化されないのはなぜ

でしょうか？その一因として考えられるのが、トランスレーショナル研究（橋渡し研究）におけるキャズム（溝）です。医薬

品開発において、基礎研究成果をヒトに投与できる段階まで素早く持っていけることが重要となりますが、その過程にある

「細胞株開発～プロセス開発」、「GMP 製造への移行」に関する経験不足がトランスレーショナル研究の進行を妨げてい

ると考えられます。 

 

ちとせの強みは、高パフォーマンスを持つ独自の CHO-MK 細胞※と高発現ベクターシステムによる細胞株構築プラット

フォームです。宿主細胞の高い増殖性と生産性を活かし、従来の培養プロセスの 1/3 の期間で 3 倍以上の抗体医薬品

を製造できる可能性があり、製造コストを大幅に削減することが期待されます。抗体医薬品の製造コストに課題のあるプ

ロジェクトに大きく貢献できるものと考えております。 

 

Cytiva の FastTrakTM サービスは 35 年の歴史を持ち、世界の主要 6 拠点では、100 人以上の科学者が、プロセ

ス開発サービスやトレーニングを通じて、お客様のバイオ医薬品上市をサポートしています。例えば、プロセス開発サービス

においては、アップストリーム・ダウンストリームのプロセスの開発と最適化を行っており、モノクローナル抗体をはじめとする各

種モダリティにも対応しています。プロセスのスケールアップをサポートすることで、お客様のバイオ医薬品の商業化を加速し

ます。 

  



 

 
 

ちとせの細胞株開発プラットフォームと、Cytiva の FastTrakTM サービスや HyCloneTM ブランドの細胞培養培地、製

造ソリューションを組み合わせることで、より早く、低リスクで堅牢なプロセス構築を可能とし、お客様の持つバイオ医薬候補

品の商業化をサポートできるようになると考えています。また、国内でのパートナーシップ提携とサービスの提供（細胞株開

発サービス）は、両社エキスパートによる丁寧なお客様サポートも可能とします。 

※CHO-MK 細胞は AMED の課題番号「JP18ae0101054」の支援の下、次世代バイオ医薬品製造技術研究組

合で開発されました。 

 

ちとせ研究所 取締役 CTO の堀内貴之は、「Cytiva とのコラボレーションにより、細胞株構築からプロセス開発まで一

貫してサービスを提供できるようになり、抗体医薬品開発のスピードアップ、工業生産効率の向上に貢献できることを期待

しています。」とコメントしています。 

 

Cytiva 日本法人のゼネラル・マネージャー、ペレ・ステファンは、「今回のパートナーシップにより、日本で生まれる素晴ら

しい研究成果が、より多くの医薬品へと早く生まれ変わることを期待しています。」とコメントしています。 

 

--- 

ちとせグループについて 

https://chitose-bio.com/jp/ 

ちとせグループは、千年先まで人類が豊かに暮らせる環境を残すべく、主に日本と東南アジアで活動するバイオベンチャー

企業群です。微生物や藻、動物細胞などの生き物を活用した物質生産技術を武器に、バイオエコノミー社会の実現に

向けて国や多くの企業と協力しながら事業を展開しています。 

株式会社ちとせ研究所は、次世代バイオ医薬品製造技術研究組合の認定事業者として、CHO-MK 細胞の発現細胞

株受託構築サービスを提供しています。 

 

--- 

Cytivaについて 

Cytiva は、世界 40 カ国に 10,000 人以上の社員を擁し、治療法の進歩と促進に貢献するライフサイエンスのグローバ

ルリーダーです。ダナハー（NYSE: DHR）の科学技術イノベーションファミリーの一員である Cytiva は、多様なスケール

や視点を持つお客様から信頼されているパートナーです。Cytiva は、研究および製造ワークフローにスピード、効率、キャ

パシティを付与し、変革をもたらす医薬品の開発、製造、患者への提供を可能にします。詳細については、

www.cytiva.com よりご覧ください。 

  <本件に関するお問い合わせ先> 

Cytiva 広報担当（APCO Worldwide 内） 

メール：cytivajapan@apcoworldwide.com 

 

ちとせグループ広報担当：出口 

pr@chitose-bio.com 
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